
平成27年度事務事業評価一覧

①昨年度の最終評価と今年度の担当者・担当課長評価が異なる事業

評価委員会 意見等

1 議１ 議会事務局 湯沢町議会音声配信 Ａ
現在の定点映像だけでなく、カメラ３台による映像配信を
行う。

2 議３ 議会事務局 議会だより作成 Ｂ 情報発信の手段として重要である。

3 総９ 総務管理課 湯沢町ホームページ運用 Ｂ 情報発信の手段として重要である。

4 財９ 企画政策課 公共施設等総合管理計画策定 Ａ
施設の安全性・維持管理には管理計画が必要であり、拡
充する。

5 企３ 企画政策課 起業支援補助金 Ｂ 地域経済の活性化や雇用創出のため必要である。

6 企２ 企画政策課 路線バス運行補助金 Ｃ 森宮野原線については、負担の見直しを検討する。

7 企１ 企画政策課 リゾートマンション交流促進事業補助金 Ｂ
マンションの利用機会の増加やコミュニティの醸成のた
め、必要である。

8 企５ 企画政策課 ふるさと納税 Ｂ 制度の趣旨を尊重し、実施する。

9 三１ 建設課設課 八木沢・大島生活改善センター修景整備 Ｃ 交付金を確保し実施する。

10 三２ 建設課設課 道の駅みつまた指定管理 Ｂ 指定管理者による自律性を持った管理をサポートする。

11 資３ 税務課 国土調査事業 Ｂ 計画的に実施する。

12 町３ 町民課 すくすく子育て応援金 Ｂ 効果を検証し、現物支給を検討することも必要である。

13 子３ 子育て支援課
地域子ども・子育て支援事業
（総合子育て支援センター事業）

Ｂ 子育て支援策として必要である。

14 子４ 子育て支援課
湯沢放課後児童クラブ
（地域子ども子育て支援事業）

Ｂ
子育て支援策として必要である。H27受入学年を拡充
済。

15 子６ 子育て支援課 病児・病後児保育事業 Ｂ 子育て支援策として必要である。

16 健３ 健康増進課 ファミリー健康プラン Ｂ
健康意識の引き上げとよりよい行動化を推進していく基
本方針として必要である。

17 健４ 健康増進課 こころの健康づくり推進プロジェクト Ｂ
メンタルヘルスについて広く普及啓発をすることが必要で
ある。

18 農３ 環境農林課 多面的機能支払交付金 Ｂ 良好な農村環境の維持のため、必要である。

19 農４ 環境農林課 湯沢町農山村総合開発センター管理 Ｃ 老朽化に伴う施設等の廃止についても検討を行う。

20 農11 環境農林課 体験工房大源太運営 Ｂ 町の観光資源のひとつとして、必要である。

21 農12 環境農林課 ペレットストーブ購入費補助金 Ｂ H27補助上限額を引き上げ済。

22 観光３ 観光商工課 商工会運営費補助金 Ｃ 長期的には自立した運営を促す。

23 建１ 建設課 事業用リフォーム支援事業 Ｃ 事業の縮小を検討する。

24 観光13 観光商工課 ＭＩＣＥ誘致推進事業補助金 Ｂ 制度の見直しを検討する。

25 観光14 観光商工課 元気な観光地づくり推進事業補助金 Ｂ
魅力ある観光地づくりをめざし、地域活性化に繋げるた
め、必要である。

26 維13 建設課 道路橋梁維持管理　雪寒機械購入費 Ｂ 計画的に実施する。

27 建２ 建設課 赤湯線道路拡幅事業 Ｃ 起点からゴンドラまでの間の部分的な改良のみ行う。

28 維15 建設課 河川維持補修 Ｂ 利便性及び安全を確保するため、必要である。

29 建３ 建設課 湯沢西地区街並み環境整備計画策定事業 Ｂ
湯沢温泉通り活性化と魅力ある街なみの形成を図るた
め、必要である。
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評価委員会 意見等

30 建４ 建設課 主水公園区域変更業務 Ｂ 都市公園の計画変更のため必要である。

31 建５ 建設課 都市計画マスタープラン変更業務 Ｂ
都市を取り巻く環境の変化による土地利用への対応が
求められていることから、必要である。

32 維18 建設課 都市公園樹木剪定作業 Ｂ 利便性及び安全を確保するため、必要である。

33 維20 建設課 東口駅前広場歩道改修 Ｂ 利便性及び安全を確保するため、必要である。

34 建６ 建設課 克雪すまいづくり支援 Ｂ 現行制度の周知を図り、見直しを検討する。

35 建９ 建設課 住宅リフォーム支援 Ｃ 事業の縮小を検討する。

36 防４ 総務管理課 防災マップ等作成 Ｂ 見直しの都度、更新する。

37 学８ 教育課 湯沢町保・小・中一貫教育研究協議会 Ｂ 教員のスキルアップのため、必要である。

38 学17 教育課 通学バス運行 Ｂ 利便性及び安全を確保するため、必要である。

39 生４ 教育課 公民館講座 Ｂ
学習のきっかけを作り、知の循環社会を作ることに繋げ
るため、必要である。

40 生６ 教育課 芸術文化の振興 Ｂ
「文化の香り高いまちづくり」を推進するため、必要であ
る。

41 生７ 教育課 地区館事業 Ｂ 学校統合等により縮小しないよう現状を維持する。

42 生12 教育課 総合型スポーツクラブ運営費 Ｂ 町民に運動する機会を提供するため、必要である。

43 学１ 教育課 学校給食湯沢産米提供補助事業 Ｂ
郷土の特産品への子どもたちの理解を深め、安心安全
な学校給食を実現するため、必要である。

44 学20 教育課 学校給食センター設備改修 Ｂ 計画的に実施する。
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②昨年度の最終評価と今年度の担当者・担当課長評価が同じ事業

評価委員会 意見等

45 議２ 議会事務局 湯沢町議会議員政務活動費 Ｂ

46 総１ 総務管理課 職員研修 Ｂ

47 総３ 総務管理課 町有自動車入替 Ｂ

48 総４ 総務管理課 町内会運営費助成 Ｂ

49 総７ 総務管理課 広報発行 Ｂ

50 総８ 総務管理課 岩原スキー場前駅除雪負担 Ｂ

51 企４ 企画政策課 リゾートマンション管理組合理事長等連絡会議 Ｂ

52 防６ 総務管理課 湯沢高原ロープウェイ関連施設整備 Ｂ 観光立町の魅力向上のため、必要である。

53 観光１ 観光商工課 湯沢ぐらし推進事業 Ｂ 若者の移住・定住を促進するよう情報発信を行う。

54 学２ 教育課 湯沢学園生徒海外派遣事業 Ｂ

55 財５ 企画政策課 地理情報システム運用 Ｂ

56 総６ 総務管理課 交通安全推進活動 Ｂ

57 三３ 建設課設課 住宅等修景整備 Ｂ

58 資１ 税務課 固定資産評価替経費 Ｂ

59 資２ 税務課 不動産鑑定士による標準地等鑑定評価 Ｂ

60 住１ 税務課 地方税電子化促進事業 Ｂ

61 収１ 税務課 徴収嘱託員の配置 Ｂ

62 福２ 福祉介護課 障がい者タクシー利用料金助成 Ｂ

63 福３ 福祉介護課 精神障がい者医療費助成事業 Ｂ

64 福４ 福祉介護課 人工透析患者交通費助成 Ｂ

65 福５ 福祉介護課 敬老会 Ｂ
多年にわたり社会に尽くしてきた老人を敬愛し長寿を祝
うために、必要である。

66 福15 福祉介護課 老人福祉バス Ｂ 路線バスの利用等も検討する。

67 福16 福祉介護課 介護用品支給事業 Ｂ

68 福17 福祉介護課 緊急通報体制整備 Ｂ

69 福18 福祉介護課 寝たきり者等介護手当支給 Ｂ

70 福19 福祉介護課 高齢者世帯等住宅除雪援助 Ｂ

71 子１ 子育て支援課 青少年健全育成 Ｂ

72 子２ 子育て支援課 学校支援 Ｂ

73 子５ 子育て支援課 児童遊園費 Ｂ

74 町４ 町民課 ひとり親家庭医療費助成 Ｂ

調書
№

№ 課 事　　業　　名

3



評価委員会 意見等

75 健5-1 健康増進課 乳幼児予防接種 Ｂ

76 健5-2 健康増進課 高齢者インフルエンザ予防接種 Ｂ

77 健5-3 健康増進課 成人用肺炎球菌ワクチン予防接種 Ｂ

78 健5-4 健康増進課 風しん予防接種緊急対策事業 Ｂ

79 健６ 健康増進課 う蝕予防事業 Ｂ

80 健７ 健康増進課 乳幼児健診・新生児訪問指導 Ｂ

81 町６ 町民課 子ども医療費助成 Ｂ

82 町７ 町民課 妊産婦医療費助成 Ｂ

83 町８ 町民課 妊婦一般健康診査助成 Ｂ

84 町９ 町民課 特定不妊治療費助成 Ｂ

85 健８ 健康増進課 住民検診（健診） Ｂ

86 健8-1 健康増進課 　　うち健康増進事業分 Ｂ

87 健8-2 健康増進課 　　　うち、糖尿病予防対策のための二次検診 Ｂ

88 健8-3 健康増進課 　　うち、新たなステージに入ったがん検診総合支援事業 Ｂ

89 環３ 環境農林課 環境保全活動（環境指導員） Ｂ

90 環２ 環境農林課 墓苑管理 Ｂ

91 観19 観光商工課 共同浴場指定管理 Ｂ
施設のあり方については将来の統廃合等も含め検討が
必要である。

92 環４ 環境農林課 ごみ収集運搬（一般廃棄物、不法投棄ごみ） Ｂ

93 環１ 環境農林課 環境衛生補助金 Ｂ

94 環５ 環境農林課 ストックヤード管理 Ｂ

95 農２ 環境農林課 人・農地プラン Ｂ

96 農５ 環境農林課 有害鳥獣による農作物等被害防止対策 Ａ 被害の拡大は農地の荒廃化も進むことから、拡大する。

97 農８ 環境農林課 農業基盤維持管理 Ｂ

98 維１ 建設課 土樽自然公園維持管理 Ｂ

99 農９ 環境農林課 水田営農活性化対策事業 Ｂ

100 農10 環境農林課 花の郷運営管理 Ｂ

101 農13 環境農林課 町有林保育事業 Ｂ

102 農15 環境農林課 林道維持管理 Ｂ

103 農16 環境農林課 フィッシングパーク運営 Ｂ

104 観光４ 観光商工課 信用保証料補給及び利子補給 Ｂ

105 観光５ 観光商工課 湯沢町産業育成資金貸付事業 Ｂ
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106 観光７ 観光商工課 こらっしゃい湯沢収穫祭事業負担金 Ｂ

107 観光８ 観光商工課 新潟スキー100年委員会負担金 Ｂ

108 観光９ 観光商工課 雪国観光圏事業負担金 Ｂ

109 観光10 観光商工課 観光施設周遊バス運行 Ｂ 運行の周知を図る。

110 観光11 観光商工課 湯沢町観光協会運営費補助金 Ｂ 長期的には自立した運営を促す。

111 観光12 観光商工課 観光地づくり推進・外国人誘客事業 Ｂ
情報発信、観光資源の開発、インバウンド対応など、観
光協会の役割は重要である。

112 観光15 観光商工課 越後湯沢秋桜マラソン大会 Ｂ

113 観光16 観光商工課 観光施設維持整備 Ｂ

114 観光17 観光商工課 大源太キャニオン青少年旅行村指定管理 Ｂ

115 観光18 観光商工課 山鳥原公園指定管理 Ｂ

116 維19 建設課 中央公園指定管理 Ｂ

117 建７ 建設課 木造住宅耐震診断支援 Ｂ

118 建８ 建設課 木造住宅耐震改修支援 Ｂ

119 防２ 総務管理課 災害用資器材等備蓄 Ｂ

120 防３ 総務管理課 自主防災組織の組織化推進・育成 Ｂ

121 防５ 総務管理課 災害関係情報伝達システム整備 Ｂ

122 学11 教育課 魚沼・小千谷地域理科センター Ｂ

123 学12 教育課 南魚沼郡市学習指導センター Ｂ

124 学５ 教育課 奨学金貸与 Ｂ

125 学３ 教育課 ＡＬＴ配置 Ｂ

126 学13 教育課 遠距離通学費補助（小学校） Ｂ

127 学14 教育課 遠距離通学費補助（中学校） Ｂ

128 学16 教育課 通学タクシー運行 Ｂ

129 学６ 教育課 要保護・準要保護児童就学援助（小学校） Ｂ

130 学７ 教育課 要保護・準要保護生徒就学援助（中学校） Ｂ

131 学９ 教育課 特別支援学級等介助員配置 Ｂ

132 学10 教育課 湯沢中学校冬期補助教員配置 Ｂ

133 学15 教育課 校外大会参加費補助 Ｂ

134 生１ 教育課 湯沢町公民館修繕・改修 Ｂ

135 生２ 教育課 湯沢町公民館休日及び夜間管理 Ｂ

136 生５ 教育課 図書室事業 Ｂ
湯沢学園図書室の開放については利用者の動向を見て
見直しを検討する。
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137 生８ 教育課
川上四郎記念 越後湯沢全国童画展
(童画のまちづくり）

Ｂ

138 生９ 教育課 文化財保護事業 Ｂ

139 生10 教育課 資料館運営事業 Ｂ

140 生11 教育課 スキーリフト等共通乗車証購入補助 Ｂ

141 生13 教育課 体育協会活動補助 Ｂ

142 生14 教育課 ジュニアスキー選手育成補助 Ｂ

143 学４ 教育課 学校給食センター調理業務 Ｂ

№
調書
№

課 事　　業　　名

評価（Ａ：拡大、Ｂ：現状維持、Ｃ：縮小、Ｄ：統廃合、Ｅ：廃止・休止）

6


